
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和８年度学校評価 計画

最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 達成度
（評価）

評価

●学力の向上 進路指導主事

進路指導主事

道徳教育推進教師
人権･同和教育担当者

（主）生徒指導主事
（副）各学年主任

研修主任

●健康・体つくり 保健指導主事

●業務改善・教職員の
　働き方改革の推進

管理職

●特別支援教育の充実 特別支援教育

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目
達成度
（評価）

評価

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

●望ましい食習慣と食の自己管理能力の育成
〇健康寿命を延ばす食生活を意識し免疫力を
高める食事の摂取の推進

◎自らの夢や目標の実現に向けて努力する気
持ちを高める教育活動の推進

○郷土小城や佐賀について学ぶ活動や講演会を実施
し、アンケート等で郷土に愛着を持っている生徒の割合
を８５％以上にする。

・SDGs講演会やさがを誇りに思う講演会、小城市出前講座を実
施し、地元小城や佐賀の魅力について知見を深め、持続可能な
よりよい社会を形成しようとする意識や意欲を醸成する。

学校名 佐賀県立小城高等学校

５ 重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
最終評価 学校関係者評価

意見や提言実施結果

○基礎学力の定着及び進路実現を見据えた
学習指導の実施

〇各教科の代表者が研究授業を行い、授業改善につい
て研究協議する。
〇教科担当者会議を年２回以上行い、教科間の連携や
分析を行う。

・「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の視点に立った指
導法を研究し、授業改善に取り組む。
・模擬試験や定期考査の分析を行い、各教科の課題量や質、学
習時間の配分について教科担当者と担任で綿密な情報交換と連
携を行う。
・小論文対策として３年生では速読、１・２年生は語彙力向上のた
めのテキストを使用し、小論文に対する基礎学力の向上を図る。

取組内容 成果指標
（数値目標）

・ ・

●心の教育

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者へ
の思いやりや社会性、倫理観や正義感、感動
する心など、豊かな心を身に付ける教育活動

○生徒、職員が人権感覚を身に付けるための研修機会
を年２回以上設ける。

・人権・進路保障ＨＲを全学年で実施する。
・人権・同和教育に関する講演会を実施する。
・職員会議において職員研修を実施する。

・ ・

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組
の充実

○いじめアンケートを実施し、組織的な対応を行う。
○情報モラル教育に関する講演会を実施し、いじめ防
止に努める。
○朝の登校時に自転車通学生に、正門付近での降車
指導を行い、小学生や高齢者と共に、自らについても安
全な環境を保障する。

・教育支援部、生徒支援部、学年で情報を共有し、いじめアンケー
ト等について、追跡調査、指導を行う。
・講演会だけではなく、全校集会、学年集会において、いじめや差
別、偏見につながるような行為は許されないことを周知し、道徳心
や倫理観の育成に努める。
・各学期の初めに、登校指導を組織的に行う。
・個人面談を適宜実施し、生徒の情報収集に務める。

・ ・

・

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の
削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限
を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当たりの年次
休暇の取得日数１４日以上

・定時退勤日、学校閉庁日、部活動休養日を設定する。また、月２
回以上の定時退勤を実践する。
・出退勤システム活用による時間外勤務管理および衛生委員会
での情報共有などをとおし、声かけを行う。
・計画的業務遂行と業務協働のさらなる推進、および効率化・平
準化を目指す。また、年休や振休取得をしやすい環境づくりに努
める。

・ ・

教育支援部主任

・

●「健康に良い食事をしている」と考える生徒の割合を９
５％以上にする(高２対象)
〇毎朝、朝食を自宅でとって登校する生徒の割合を
９０％以上にする(高1・2対象)

・生活状況調査、食に関する意識調査を実施する。
・保健だよりの発行を通して、食や健康管理に関する意識を高め
る。
・関係教科との連携を密にするとともに情報共有を行い支援にい
かす。
・保護者への個別の連絡を徹底する。

・

・

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

重点取組内容
成果指標
（数値目標）

実施結果 意見や提言

・

研修主任

・

○インクルーシブ教育の充実
○チーム支援体制の強化
○早期発見、早期対応の徹底
○個に応じた教育の充実

○合理的配慮について必要な生徒及び保護者の理解
を１００％にする。
○２次障害を発症する生徒をなくす。
○支援が必要な生徒は、１００％チームで対応する。
〇個に応じた配慮・支援を充実する。

・生徒情報交換会議を、各学年毎に毎月開催し、学年及び生徒支
援グループ間の情報共有を密にする。
・合理的配慮については、入学式やＰＴＡ総会、その他保護者面
談等を利用して情報提供を行うと共に、適切な配慮の実施及び定
期的な評価改善を行う。
・個々の生徒に適切な支援内容及び方法について、チームで話し
合う。
・チーム内での生徒情報交換を密にする。

○共生社会を担う人材育成に関する教育活動
の実践

○全校生徒が、お互いの違いを認め合い、支え合うこと
の大切さを学ぶ。
〇生徒個々人が、障害のあるなしに関わらず、全ての
人が活躍できる社会を作るために自分に出来ることに
ついて考える。

・さがすたいると協働して、学びの機会を作る。
・講演会等を通して、共生社会についての学びを深め、活動を通
して、その理念を全校生徒へ普及させる。

○共生社会を担う人材の育成

・

○キャリア教育の充実及び生徒の進路志望の
実現
○多様な入試の形態に対応した進路指導の充
実

〇個人面談を年３回以上行い、自らの生き方を考えさ
せ、興味・関心、能力、適性に基づいて主体的に進路を
決定できる能力の育成を図る。
〇進路講演会等を実施し最新の入試情報を得る。
〇生徒が志望する進路を実現する。自分の希望する進
路を実現した生徒の割合が８０％以上になるような進路
指導を実践する。

・教職員はキャリア・カウンセリング・マインドとスキルの共有を図
り、個人面談等を行う。
・総合的な探究の時間、キャリア教育講演会等の行事を通して、
生徒のキャリアデザイン力の育成を図る。
・特に学校推薦型選抜、総合型選抜や国公立大学の入試動向等
についての情報研修会、研究会や講座に参加した職員の割合が
３０％以上になるようにする。
・オープンキャンパス、校外体験学習や研修、コンペやワーク
ショップ等へ参加した生徒の割合が６０％以上になるよう奨励す
る。

６ 総合評価・
  次年度への展望 （簡潔に）

・
・
・

・

★唯一無二の誇り高き学校づくり

★実践的・体験的な活動の充実と県内外への
情報発信

★自分の学校を中学生に勧めることができる生徒の割
合７０％以上、教職員の割合９０％以上
★県外からの入学者数２人以上

・オンリーワン活動において、社会貢献活動やボランティア活動に
参加した生徒が２０％以上になるように地域の行事や校外のイベ
ントの情報を生徒に周知し、積極的な参加を促す。

２ SAGAスクール･ミッション

学校教育目標

１ 前年度

評価結果の概要（簡潔に）

３ スクール・ポリシー

アドミッション･ポリシー カリキュラム･ポリシー グラデュエーション･ポリシー

・ 「文武一途」の精神に基づき、学習活動や部活動、生

徒会活動等に熱心に取り組み、「知・徳・体」の調和のと

れた人材となるために進んで自己を成長させようとする

生徒を求めます。

・ ふるさと佐賀を誇りに思い、将来にわたって自分の

住んでいる地域の役に立ちたいという高い志を持つ生

徒で、かつ、自分の長所や特技・強みを発揮しつつ、学

校の活性化や社会貢献を志す生徒を求めます。

・ 「創意Originality」「挑戦Great Challenge」「誠実
Integrity」の実践を通して人間性を陶冶し、学習活動や
特別活動等に一生懸命取り組んで、自らの進路実現を

図る生徒を求めます。

・ 「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の

観点から絶えず授業改善を行います。

・ 大学入試をはじめ、生徒の多様な進路選択に的

確に対応して進路実現を図ります。

・ 「オンリーワン」活動を実践し、将来の人生の指

針となるような価値観の確立を目指します。

・ 次世代の共生社会を担う人材育成のため、高大

連携や校外活動等を積極的に展開します。

・ グローカル（グローバル＆ローカル）に発想し行

動できる人間を育成します。

・ 新しい価値の創造を通して現代社会を逞しく生

き抜き、平和で幸福な社会づくりに貢献できる人間

を育成します。

・ 健全な自尊心と他者を思い遣る心を備え、人間

性豊かで、共生社会の担い手となりうる人間を育

成します。

４ 本年度の重点目標

●学習活動や特別活動、探究活動、部活動、生徒会活動、ボランティア活動など、教育活動全体を通して、生

徒自身が自分の将来と真剣に向き合い、主体的に考え、進んで行動し、望ましい自己実現ができるようにキャ

リアデザイン力の育成を図る。

●社会人としての規範意識を身につけ、周囲に感謝と心遣いのできる人間の育成を目指す。

●ＳＣ、ＳＳＷや専門機関等とも連携し、生徒の発達段階に応じた自己理解を深めさせ、学校生活への適応、

好ましい人間関係の構築などへの支援を充実させる。

達成度（評価）

Ａ：十分達成できている Ｃ：やや不十分である

Ｂ：おおむね達成できている Ｄ：不十分である


